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遠藤誉 筑波大学名誉教授 
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研究会「権力移行期の世界」で今秋の党大会で胡錦濤体制から習近平体制に交

代する中国を取り上げた。講師はトップ９人の中共中央政治局常務委員を「チャ

イナ・ナイン」と名付けた著書を今春、出版したばかりの遠藤誉・筑波大学名誉

教授。遠藤氏は次期最高指導部入りが有力とみられた薄煕来・前重慶市書記が解

任されたスキャンダルについて「９人の総意」との見解を示し、指導部内の権力

闘争説には否定的。薄氏が個人崇拝や民衆運動の政治利用など文化大革命の手法

を用いたことに指導部が危険を感じたことが背景にあると解説した。 

遠藤氏はまた、次期指導部の行方について習近平国家副主席、李克強副首相の

ほか、現在の政治局委員のうち年齢が 67歳以下の李源潮組織部長、汪洋広東省書

記、王岐山副首相らが常務委員の有力候補との見通しを明らかにした。さらに現

在、政治局入りしていない 40代の胡春華内モンゴル自治区書記、孫政才吉林省書

記が将来のトップ候補として「二段跳び」で常務委員会入りする可能性にも言及

した。「チャイナ・ナイン」が「セブン」に減ることもありうるとの見通しも示し

た。 
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司会：坂東賢治・企画委員（毎日新聞編集編成

局次長） 中国は今秋の党大会で政権交代の時期

を迎えます。本日は、筑波大名誉教授の遠藤誉先

生にお話をいただきたいと思います。 

遠藤先生を簡単にご紹介させていただきます。

1941 年、旧「満洲」の新京、現在の長春に生ま

れ、10 年以上中国に住んだ後、1953 年に日本に

帰国されました。著作をお読みになった方も多い

と思いますけれども、長春に対する共産党の包囲

戦の中から脱出されるという苛酷な経験をされ

ています。 

先生は本来、理学博士で、物理学を専攻されま

したが、中国との関係からネット文化や日本のア

ニメーションをめぐる日中関係の著作を書かれ

ています。最近、政治についてもおもしろい本を

お書きになりました。今年 3月に朝日新聞出版か

ら出た『チャイナ・ナイン』です。中国の最高指

導層である 9 人の政治局常務委員に焦点を当て

た本で、薄熙来スキャンダルが起きたこともあり、

版を重ねているそうです。きょうはこの本の話を

中心に、薄熙来スキャンダルの背景であるとか、

この秋の人事の行方等について、お話をお伺いし、

その後、質疑を行いたいと思います。それでは遠

藤先生、よろしくお願いいたします。 

中国共産党は集団指導体制 

遠藤誉・筑波大学名誉教授 ただいまご紹介に

あずかりました遠藤誉でございます。本日は、こ

のようなすばらしい集まりにお招きくださいま

して、まことにありがとうございます。 

私がいただきました演題は、「権力移行期の世

界・中国」というものでございますけれども、そ

の本論に入ります前に、少しだけご説明を申しあ

げたいと思います。 

なぜ、私が『チャイナ・ナイン』を書いたかと

いうことなんですが、先ほど、ご紹介いただきま

したとおり、私はいままでは留学生教育にずっと

携わっていたものですから、若者文化とか、ある

いはネットの状況とか、そういうものは書いてき

ました。あるいは人材に関して、『中国がシリコ

ンバレーとつながるとき』とか、そういうような

ものは書いてきましたが、中国政府の周辺でも仕

事をしているというような関係上、政治に関して

書くということは私にとってはタブーだと思っ

ていました。ところが昨年末に、突然、出版社か

ら、次期政権に関して書いてくれないかというオ

ファーがございまして、いや、政治物はちょっと、

と思ったのですが、その編集長のおっしゃった言

葉が私の心を大変刺激しまして、書くに至ったの

です。 

どういうことかというと、胡錦濤政権と比べて、

習近平の世代になったときに、何がどう変わるの

か。習近平のパーソナリティーとか考え方はどん

なふうなんでしょうか、というようなことをいろ

いろ聞かれまして、私は、胡錦濤がどうだから、

あるいは習近平がどうだからというので、その政

権がどういうふうになるかが決まるのではなく、

トップにだれがいようと、中国共産党中央委員会

政治局常務委員会の委員 9 人の人たちがどうい

うバランスで入っているか、どういう派閥の人た

ちがどういう形で入っているかによって、国策と

いうのはすべて決まっていく。中国は集団指導体

制というのをとっていて、多数決で決めていきま

すので、派閥闘争といいますか、自分の派閥をど

れぐらい入れるかが非常に大きな闘いの 1 つに

なる。中国は党内に関しては案外民主があるんで

すよ、という話をしたら「本当ですかあ？」とそ

の編集長が仰いました。その反応をみて、ああ、

こういう理解なのか、日本はおおむねこんな形で

理解しているのかなと。一党独裁で、一人の国家

主席が何かいったら、すべて、それに従う人治国

家的なものだ、というふうに考えておられる方が

多いのかなと思いまして、それだったら、せめて

そこのところだけでも説き明かして、そうではな

く、集団指導体制をとっていて、多数決で決める

ということが鉄則で動いている政権なんだと、そ

こだけでも書けば、何か少しは貢献するかなとい

うふうに思いました。政治物は書かないと思って

いたのですが、いま、71歳ですので、5年後の党

大会を待っていますと、76 歳になりますから、

そのときに、それだけ書こうというエネルギーが

残っているかどうか。そもそもこの世にいるかど

うかもわかりませんし、まあ、ここらあたりで書

こうかなと思って書いたのが、この『チャイナ・

ナイン』でございます。 

薄煕来解任は９人で決定 

薄熙来の事件が起きましたら、案の定、政権の

構造というのがよくわかっておられない方たち

の分析がいろいろと散見されました。特に 3 月

14 日に、温家宝が、全人代が終わった後に国内

外の記者の方たちに対して大きな記者会見を行

ったわけですが、そのときに重慶市の状況を厳し

く批判した。その翌日の 15 日に薄熙来が重慶市

の書記を解任されたものですから、てっきり温家

宝が薄熙来を嫌っていて、温家宝対薄熙来という

対立軸があるというふうに勘違いなさって、それ
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を中心として解説なさったテレビ番組を拝見し

て、あ、これはまずいと。 

温家宝がしゃべるのは、チャイナ・ナインの会

議の中で決まったことをしゃべっているんだ、と

いう構造が基本的にわかっていない。最もまずい

のは、「中国では内乱が起きているので、権力基

盤がいまは非常に弱い、だから、日本は外交的に

強く出ろ」、というようなことを解説されたんで

すね。 

これは日本の国策にすごく影響してくること

になりますし、民主党政権は、こういったら悪い

のですが、そんなに中国に強いとも思えません。

そうすると、このメディアの発信する情報に基づ

いて政策を決めていくかもしれない。となると、

メディアがどういう情報を発信するかというこ

とは、非常に大きな責任のあることになるだろう

と思いますので、本日は、そういうことを中心に

お話し申しあげたいと思います。 

いまは、胡錦濤政権はこの 10 年間の治世の中

で一番強い、最も強い時期に来ております。その

ことを強調させていただきたいと思います。軍隊

も掌握しております。いままで、軍隊はほとんど

江沢民の派閥の人たちによって占められていて、

中共中央軍事委員会の副主席等は、ずっと江沢民

が牛耳ってきたという状況にあるわけですが、こ

こに来て、江沢民の派閥であった副主席の軍事委

員会の人たちも、「すべて胡錦濤に従え、我々は

すべて胡錦濤のいうことを聞くのだ、党に一致せ

よ」というようなことをものすごく声高に、声高

らかにいろんな会議で叫ぶようになったのです。 

盤石な胡錦濤体制 

ということは、胡錦濤はいま軍もしっかり掌握

していて、いま、権力の基盤としてはピークにあ

ります。最も磐石な状況にあるので、さきほど例

に取ったテレビ番組のような解説では、全くそれ

は逆の発信をすることになってしまいますから、

やはり権力構築の実態をしっかりみていくとい

うことは非常に重要なことではないかと思いま

す。 

さて、それでは本論に入りたいと思います。お

手元にあります資料をごらんください。 

レジュメのまず１番、中国は、いま申しあげま

したチャイナ・ナイン、中国共産党中央委員会政

治局常務委員会委員（こんな長い名前で常にこの

人たちを呼ぶというのは大変なので「チャイナ・

ナイン」という言葉を思いついて、この言葉で定

義するようにしました）による集団指導体制をと

っている。 

ことしの第 18 回党大会がどんな形で行われる

のか。まず党大会とはどういう組織のものなのか

をごらんいただきたいと思います。図 1をごらん

ください。 

図 1は、中国共産党のホームページからとった

組織図で、それをダウンロードして、私なりに日

本語の文字に直し、チャイナ・ナインというのを

中に入れてあらわしたものでございます。 

一番上に中国共産党全国代表大会というのが

ございますが、これが日本で我々がいうところの

党大会ですね。これが5年に1回開かれます。2012

年に第 18回の党大会が開かれる。 

この全国代表大会の下に、中共中央委員会と中

共中央紀律検査委員会というのがございますね。

中共中央委員会というのは概ね1年に1回開かれ

て、これが、よくいわれるところの 1 中全会、2

中全会、3中全会というふうな形で呼ばれますが、

大体1期5年の間に6中全会まで開かれることが

通常です。 

中共中央紀律検査委員会というのは、党規約に

違反した者を厳しく処罰する、本当に泣く子も黙

るという非常に怖い機関でございまして、党規約、

すなわち――きょう、持ってまいりましたが、こ

れが中国共産党の党規約でございます。こんなも

のをこうやって掲げると、あたかも北朝鮮の会議

のようにみえますが、どの国でも党規約というの

は、共産主義の国はこのサイズなんです。 

中国共産主義青年団（共青団）の規約がこれで

す。少し小さいんですね。それから、こちらは中

国共産党の少年先鋒隊がつける赤いネッカチー

フです。こんな形で非常に強烈な地盤をつくりな

がら、全国津々浦々に組織を張りめぐらせて、中

国共産党の幹部になるための人材養成のシステ

ムができあがっています。 

ですから、日本の政界における人材養成のシス

テムとは違うところがありますね。 

中央委員会の下に中共中央軍事委員会という

のがあります。軍が国家を治めるという意味で、

中国共産党の管轄下にこの軍隊がある、中国人民

解放軍があるということのあらわれでございま

す。 

見えにくいチャイナ・ナインの構造 

それで、この真ん中にありますのが、政治局な

んですが、一番うえに中共中央委員会総書記、胡

錦濤総書記ですね。その下にチャイナ・ナインが
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あって、その下に中共中央政治局と書いてありま

す。実は、この全体が政治局です。政治局の中に

常務委員会があり、その常務委員会の中に総書記

もいる。そういうつくりになっています。だから、

非常にみえにくい。みえにくいけれども、これは

みえにくいようにさせているという、逆の意図が

あるかなというふうにも考えます。 

と申しますのは、日本で胡錦濤のことを「胡錦

濤総書記がこのようにいいました」とか、「胡錦

濤総書記が来日しました」とか、そんな形では決

していいませんね。すべて、「胡錦濤国家主席が」

いう言い方をすると思うんですね。それは、総書

記というのは中国共産党の総書記なので、中国共

産党の代表として行動しているのではなく、あく

までも全人代でオーソライズされた国家主席と

して動いているんだという形をとるために、総書

記というような形を中国自身も外部に対して発

信しようとしない。したがって、なかなかこのチ

ャイナ・ナインの構造がよくみえないということ

があるかと思います。 

それをよくみえるようにするために、図 2をご

らんくださいますでしょうか。これが実際のＣ9

を中心としてみたときのヒエラルキーの図です。 

この小さな三角形がＣ9、大きな三角形、全体

が政治局です。この大きな三角形の全体の人数は

25 名。チャイナ・ナインが 9 名いますので、25

引く 9 で、16 人の政治局委員がいます。薄熙来

は、この 16人の中の一人だったんですね。 

チャイナ・ナインの頂点のところに総書記がい

て、その中に中共中央軍事委員会の主席がいます。

胡錦濤が兼任しております。それから、中共中央

紀律検査委員会の書記がいるというような形で、

チャイナ・ナインが構成されています。 

それで、そこの下に中共中央委員会というのが

ありまして、ここはいまのところ 204 名。18 回

党大会で少し人数の変動がありますが。 

選挙で決まる党大会代表 

その下に、我々がいま注目している党大会があ

ります。党規約とかいろいろな党に関する重要な

ことは、全部、この全国代表大会で決めるわけで

す。18 回党大会では、代表が 2,270 人で、40 選

挙区で、2011 年の 11月から選挙が始まっており

ます。日本ではあまりこのことに注目していない

と思いますけれども、8,000 万人以上に及ぶ党員

に対して、それから 400 万弱のいろいろな組織の

単位がありまして、それが全国にあるわけです。

そこのところで村レベルから郷、鎮、県、市、省

という形で、1つ 1つ上に積み上げていって巨大

な選挙をやっています。何千万人を対象とした選

挙をやっているわけですね。 

2011 年の 11月 2日から始まりましたから 8カ

月間かけます。そして、今月の末までにすべての

代表が決まります。その後に、実は、政治局委員

の予備選挙というのがございます。 

したがって、この選挙というのはものすごく大

事なものなんですが、日本では案外この選挙に関

して注目していないのではないかなと思います。

胡錦濤であろうとも、落選することはもちろんあ

り得ませんけれども、一応選挙を経て代表になっ

ていきます。図２の下にチャイナ・ナインの当選

順番を書きましたが、非常に不思議なことにお気

づきになるのではないかなと思います。 

周永康だけを除いてみてください。そうすると、

胡錦濤現国家主席、習近平次期国家主席、温家宝

現国務院総理、李克強次期国務院総理と、すなわ

ち、国家主席と国務院総理に関して非常にきれい

な序列で発表の順番が決められていますね。とこ

ろが、突然、周永康がここに入っています。周永

康は、次ページの表 1 をごらんいただきますと、

党内序列が書いてありまして、ナンバー9でござ

います。すなわち、ラストなんですね。最後の人

間が、なぜ、こんなところに突然出てきたのか。

ここに、18回党大会、次期 5年間の政権を占う 1

つのかぎもございますので、こういうのをしっか

りみていくということは、とても大切なことだと

思います。 

周永康がここに出てきたのは、周永康が危ない

ということが、ほぼ全世界のメディアでいろいろ

いわれており、中国でもいわれているからです。

周永康がつかさどっているのは、中共中央政法委

員会でございますので、これは公安とか、検察と

か、司法、武装警察という、非常に危ない、いろ

いろ問題が山積している業務を管轄しておりま

すから、ここに関して何としても改善をしていか

なければならないというのは、チャイナ・ナイン

全員が認識しているところではないかなという

ふうに思います。 

したがって、「現在のチャイナ・ナインが党大

会前に崩れるということはないよ」というメッセ

ージを一刻も早く民に知らせなければならない。

だから、周永康を早目に当選させてしまった。し

かも、いままでは河北省が選挙区だったのですが、

今般は新疆ウイグル自治区というところにポン

と飛びました。新疆ウイグル自治区というのは、

治安維持に関して非常に問題の大きいところで
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ございますよね。 

したがって、彼の選挙区をそこに持っていった

ということと、それから、こんなに早く発表した、

胡錦濤の次に発表した、結果が出たというような

ことが、逆に、「あ、ここが問題になっているん

だな」ということを示唆させるものですので、こ

ういうのはしっかりみていくほうがいいかなと

思います。あるテレビ局の 1つの番組でこれを取

り上げておられて、そこは非常に読みが深いとこ

ろではないかなというふうに思いました。 

それでは、レジュメの 2番に移ります。現政権

のチャイナ・ナインの党内序列と定年でございま

すが、表 1にまた戻っていただいて、表 1に党内

序列と定年というのがあります。この党内序列1、

2、3、4、5、6、7、8、9 というのが、党内序列

ナンバー1、ナンバー2という意味でございます。 

我々日本人が非常に耳になじみがあるのは、胡

錦濤国家主席と温家宝総理、この 2人ではないか

なと思いますけれども、実は、呉邦国というのが

党内ナンバー2で、ここにしっかりと構えていま

すね。だけれども、呉邦国なんて、私たち日本人

にあまりなじみがないですよね。しかし、中国の

ＣＣＴＶ等のテレビとかでニュースを放映する

ときには、胡錦濤の次に呉邦国のことを放映し、

その次に温家宝の行動に関するニュースがござ

います。それぐらいものすごく厳しく決まってい

るものでございまして、力としては呉邦国のほう

がずっと上だということですね。 

そして実は、チャイナ・ナインには定年制があ

ります。集団指導体制と、それから多数決の議決

というのと、あと、定年というのがあるんですね。

いつまでも 1 人の人間がずっと権力を握ってい

ないようにするために、「七上八下」という暗黙

のルールがあります。 

政治局は党大会時 68歳で引退 

七上八下というのは何かといいますと、「67

歳だったら、まだ次の候補になっていいですよ。

68 歳を超えていたら、あなたはもうおりてくだ

さい。次の候補にはなれませんよ」という意味で

す。政治局委員には、常務委員も含めて 70 歳が

定年であるために、ぴったり党大会がある年に

70 歳になっている人なんて、そうめったにいる

ものではありませんから、大体このような目安で

決めていく。 

そういたしますと、6番の習近平と、それから

7番の李克強だけが残って、あとは全部引退する

ことになります。「×」がついているのは、引退

するという印でございます。では、この引退する

人たち、7 人いるわけですから、7 人減ってしま

った。この 7人をどこから埋めるのかといいます

と、政治局委員の中から選抜していくというのが

基本的なルールです。 

しかし、年齢的に次期チャイナ・ナインの候補

になれる現在の政治局委員というのは、下に書い

てある、表 2に書いてある人たちでございまして、

それ以外の人たちはみんな、「七上八下」ルール

によって落とされてしまいます。 

表２の中で、まず、薄熙来は失脚しましたから、

ここから消えますね。それから、年齢が非常に微

妙で、67 という年齢の人が 2 人います。劉延東

さんと兪正声さんですけれども、劉延東さんは女

性です。非常にやり手の、すばらしい方ではあり

ますが、しかし、チャイナ・ナインで、あるいは

その前まで、胡錦濤政権ではなく、江沢民の政権

のときには、チャイナ・セブンでございましたけ

れども、その常務委員の中に女性が入ったという

ことはありません。政治局委員で副総理になった

というのは、過去において呉儀さんという女性と

かがいましたけれども、常務委員に女性が入ると

いうことは、いままでないんですね。したがって、

そのハードルを超えるか否かというのが 1 つあ

るうえに、67 で、ぎりぎりです。まだ若い人た

ちがこんなにたくさんいますので、どうしても彼

女を入れなければならないという特別の理由が

ない限り、ちょっと入りにくいかもしれない。で

も、まあ、わかりませんが。 

兪正声というのは、お兄さんにいろいろな問題

がございまして、お兄さんがかつてアメリカにい

た中国のスパイを密告した。アメリカに行ったと

きに、周恩来が 40 年間にわたってかわいがって

きた、アメリカに派遣してあったスパイなんです

けれども、そのスパイを、この兪正声のお兄さん

がＣＩＡに密告したという過去があるんですね。

ですから、そういうものも背負っているので、果

たしてどうなのかなと。その人がチャイナ・ナイ

ンまで行くかというのは、ちょっと疑問かなとい

うところは多少ございます。 

次世代トップ候補は胡春華、孫政才か 

それで、絶対に入るというのが李源潮と汪洋。

すなわち、現チャイナ・ナインの中で残るのが習

近平と李克強ですね。必ずチャイナ・ナインに入

る、もう 100％、これは李源潮と汪洋ですね。こ

れは必ず入ります。 

あとは、王岐山も入るだろうと思いますね。現
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在の副総理で金融を担当していまして、銀行界を

歩んできた人ですので、金融に関しては非常にた

けている。したがって、いま、全世界の金融危機

的ないろいろな、ユーロの問題もありますし、金

融関係の人は残すかなというふうに思われます

ので、王岐山も残るだろうと思われます。 

もう 1 つ、前々から実は、10 年後の国家主席

として胡春華という人を胡錦濤は考えています。

周強という人も一人の候補として考えられてい

たのですが、周強ではなく、胡春華だろうという

ふうに私は読んでおります（周強の可能性も否定

はできない）。国務院総理の候補として孫政才と

いう人が 1人マークされています。 

そうすると、習近平と李克強が（2007 年に）2

段階飛び級でチャイナ・ナイン入りしたのと同じ

ように、胡春華と孫政才が入るかもしれません。

これはぎりぎりその日にならないと発表しない

ので、わからないんです。だれにもわからない。

ただ、そのように予測されます。そうすると、こ

の 2人が入ると、なおさらのこと、落ちる人がも

っと出てくるだろうなというふうなことは考え

られます。 

それから、チャイナ・ナインの「ナイン」が継

続するのかどうか。これが「セブン」になるかも

しれない。すなわち、チャイナ・セブンになる可

能性がゼロではない。昨年まではチャイナ・イレ

ブンになるだろうといううわさが専らでした。政

府の周りでもそのような話がちらほらと出てい

ました。多数決の原理がより多くの人に対して働

くわけだから、いいではないか、みたいな話が食

事をしながらちらほらと出ていたりというよう

なことがあったのです。けれども、今般、薄熙来

事件あるいは王立軍の事件、陳光誠の事件などさ

まざまないろんな問題も抱えておりますので、し

たがって、「公安、検察を司る政法委員会をチャ

イナ・ナインには入れない、そこまでの大きな権

限をそこに与えない」というようなことになるか

もしれません。 

そうなると、偶数になってしまいますから、多

数決のときに非常に困ります。となると、もう 1

つ、どこを道連れするかといいますと、5番の李

長春さんがおられる中央精神文明建設指導委員

会というところが道ずれで外されるかもしれな

い。これはあくまでも「かもしれない」ですから、

わからないんですけれども。 

なぜ（中央精神文明）かといいますと、ここは、

中宣部の部長というのが表 2にあります。劉雲山。

すなわち、中宣部の部長が同じ役割を果たしてい

るんですね。ここはダブりなんですよ。これは、

江沢民が胡錦濤政権に移る 2002 年のとき、どう

しても自分の配下の者を入れたかったので、「セ

ブン」から「ナイン」に持っていった。そのとき、

増やしたのが、ちょうどこの 2人で、ちょうどこ

の 2つの役割。中共中央政法委員会と、それから

中央精神文明建設です。これは江沢民の時代には

なかったんです。胡錦濤の時代に入るときに、江

沢民が無理やりに増やしたポストですので、胡錦

濤が去るに当たって、もとに戻す。強引なことを

されたのだから、それをもとに戻すということを

するかもしれない。わからないんです。 

レジュメの 3番の最後のところにある「一習両

李」体制。こうした呼び名が、いま、すでに中国

にあります。「一習両李」というのはどういうこ

とかといいますと、習近平、1人の「習」、それ

から、李克強と李源潮、二人の「李」の意味です。   

李源潮は、いま、中共中央の組織部の部長で、

すごい権限を持っておりますけれども、一習両李

体制という言葉がすでにもう定着しているほど

――定着というか、ちまたでうわさされているほ

ど、すごく行き渡っている概念ですので、李源潮、

当然、大きな役割として入っていくだろうという

ふうに思います。 

「唱紅」と「打黒」を利用した薄煕来 

さて、4番、薄熙来事件の核心。チャイナ・ナ

インとともに薄熙来事件に関しても話をしてく

ださいというご依頼がありましたので、薄熙来事

件のことに関して触れさせていただきたいと思

いますが、まず、なぜ、失脚したのかということ。 

薄熙来は、2007年の 11月から内陸の直轄市の

重慶市の書記になり、重慶市で「唱紅」「打黒」

というキャンペーンを始めました。「唱紅」（ツ

ァンホーン）という字ですけれども、紅というの

は、五星紅旗の「紅」、あるいは紅軍というので

もおわかりのように、これは革命歌のことです。

革命、共産党、真っ赤っかだというのを、この「紅」

という文字であらわします。したがって「唱紅」

というのは革命歌を歌おうという運動です。 

次に、「打黒」というのがありますが、黒を打

つ。「黒」というのは、中国では暴力団とかマフ

ィアとか闇の社会のことを黒社会といいます。で

は、ちなみに白社会というのは何のことだかおわ

かりになりますでしょうか。「白」というのは、

決して黒ではなくて、とてもきれいだという意味

ではなく、白い粉、麻薬です。麻薬取引をやる社

会を白社会というふうにいいます。では、黄色社
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会というのは、何だかおわかりになるでしょうか。

「黄色」というのはポルノあるいは売春とかです

ね、そういうものでビジネスを行っているような

社会のことをいいます。 

つまり、唱紅、革命歌を歌おう、それから暴力

団を打ち倒そうという運動、キャンペーンを重慶

市に行ってから始めたのですけれども、実は、こ

れは彼にとっては 1つの手段であり、隠れみので

あった。 

手段であるというのは、チャイナ・ナイン入り

するための手段なんですね。すなわち、中国は経

済が非常に発展はしたのですが、貧富の格差が非

常に大きくなった。そうすると、激しい競争の中

で、負け組が必ず出てきます。負け組は「昔のほ

うがよかった、毛沢東時代のほうがよかった、貧

乏だったけれども、みんな、平等だったではない

か。平等に貧乏だった、あのころのほうがよかっ

たではないか」と思い、赤いノスタルジーを抱く

人たちがたくさん増え始めました。その人たちは

自主的に、朝、老人の方たち、退職なさった方た

ちが、よく公園で太極拳とかいろんなことをして

おられるのを、ごらんになったことがあると思い

ますけれども、その後に集まって、昔の革命歌を

歌うというようなことが、全国的にちらほら起き

ていたんです。 

私もそういう光景をみますと、小さいころ、や

はり中国で生まれ育ち、革命戦争をくぐり抜けて、

毛沢東思想教育のもとで新中国の中で暮らして

きたという経験があるものですから、もちろん、

日本人としてものすごくいじめられて、自殺を試

みたり、いろいろな思いはしましたが、それでも、

そのころの一生懸命さ、あのころは明日を信じて

いました。1950 年代の初期というのは、毛沢東

を信じていた。みんなが信じていた。そのとき必

死になって歌った革命歌の、そのときの自分自身

の気持ちをいとおしむ、自分をいとおしむような

気持ちで、ついつい革命歌に吸い寄せられていく

というような状況が出てきたんです。私もついつ

い吸い寄せられて、一緒に歌ってみたりとかした

こともないではないんですけれども。 

こういうような庶民の状況を、目ざとくそこに

着眼して、革命歌を歌おうということによって、

自分の人気取りをして、「自分は国民にこんなに

人気があるんだよ、だから、チャイナ・ナインの

中に自分を入れてください。入れなければどんな

ことが起きるかわかりますか」というような形で

の、少し脅迫的な形で唱紅運動、革命歌を歌う運

動を展開していった。重慶市だけにとどまらず、

それを全国に広げていこうとした。 

文革再来を懸念した党指導部 

これは、実は、第 2の文化革命を生み出す非常

に危険な要素の 1 つなんです。といいますのは、

レジュメ 4 の(1)の①のところで書いてあります

が、彼は、「個人崇拝」ということをその中で強

要していったんですね。すなわち、「薄熙来＋毛

沢東＝薄沢東」という、第 2の毛沢東のような名

前を自分につけて、これは中国語で読みますと非

常に似ているんですよ。薄熙来、ブォシーライ。

毛沢東、マオヅァドン。で、薄沢東、ブォヅァド

ン。マオヅァドン、ブォヅァドン、とっても似て

ますでしょう。それで、（毛沢東万歳派は）みん

な、喜んで、「薄沢東」という名前で薄熙来万歳

の歌を歌ったりとか、そんなこともするようにな

った。 

すなわち、文革を終結させたときに、それを総

括するに当たって、1978 年の 12 月 18 日に第 11

期の 3中全会というのを開いて、ここで改革開放

を宣言したわけですが、そのときにも、「個人崇

拝をやらないということ。それから、民衆運動の

政治利用を絶対にしない。民衆をたきつけて紅衛

兵が暴れましたが、ああいうようなことを絶対に

やらない」というようなことを総括したにもかか

わらず、彼は民衆の心の弱点につけ入ってといい

ますか、そこをしっかり掌握して、それを自分の

政治運動として利用していこうとした。本当に文

化大革命のときと同じように、あのときと同じよ

うな服装でこの革命歌を歌うというようなこと

をやっていたんですね。 

これは本当に非常に危ない兆候でして、あの個

人崇拝があったから、文革という 10 年間にもわ

たる破滅的な、経済に対して壊滅的な打撃を与え

崩壊させるような、ああいう運動があらわれたわ

けですから、個人崇拝を絶対しない。だから、集

団指導体制をやるということでやっているわけ

ですので、これが最もいけないこととして、やっ

てはならないこととして厳しく批判されたわけ

です。 

それから、(2)党紀律の違反というのがござい

ます。これは、中国は何とかして共産党の統治下

で法治国家を目指そうとしているにもかかわら

ず、法治制度を無視して、司法の私物化をした。

「打黒」という運動によって、冤罪で民間企業か

ら 1,000 億元（約 1兆 3,000億円）にのぼるとい

われている金額を没収した。これで私営の、民営

の民間企業をどんどんつぶしていって、国営（国

有）のほうに（回して国有を）動かしていったん

です。 
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それから、②公安・武装警察・軍隊を私物化し、

あるいは買収していった。それから、彼は大学院

のときに新聞・情報というのを専攻していたんで

すけれども、情報のコントロール、新聞・メディ

アをどう使うかということに非常にたけていて、

メディアに関しても、それを買収したり私物化し

ていった。 

例えば、皆さんもご存じのとおり、北京大学の

教授に対して、どれぐらいの金額でしょうか、ち

またには何千万という数値も出されていますけ

れども、そういう金額のお金を与えて買収して、

「私を褒める文章をどんどん書いていって発表

してください」というようなことで、情報のコン

トロールもやった。 

それから不正蓄財、これが 4,800 億円ぐらいに

なるかと、いまのところ、いわれています。まだ

正確な数値はわかりません。彼は、中国でよくい

うところの「らかん」、「裸の官」と書いてあり

ますが、「裸官」というのに自分はなって、不正

蓄財を海外に送って、マネーロンダリングをして

いた。その役割を果たしていたのがニール・ヘイ

ウッド、谷開来に暗殺されたとされているニー

ル・ヘイウッドなんです。 

「裸官」というのはどういう意味かといいます

と、まず、自分の息子（子女）を欧米に留学させ

ておく。で、そこに足場をつくるんですね。それ

から、自分の奥さんも欧米に送り込む。年じゅう

行ったり来たりさせておく。そこにも足場をつく

る。お金も全部、海外に送ってしまう。きれいに

出元がわからないようにしておいて、汚い、汚れ

たお金を全部きれいに洗って、海外に貯蓄すると

いうことで、自分自身は真っ裸といいますか、何

もないという意味で「裸官」というんです。これ

がものすごくはやっているんです。多くの人がこ

ういうことをやって、うまくやっています。だか

ら、中国の「裸官現象」によって、海外の国はか

なり潤っているということがいえるかなと思い

ますが、日本に対してはこういうのがあまり来な

いですね。 

それで、夫人の谷開来さん、彼女が二重国籍問

題を抱えていた（と言われている）。ニール・ヘ

イウッドを暗殺したというだけではなくて、二重

国籍問題を抱えていたらしい。そのことが、なぜ

わかるかといいますと、中国政府が4月10日に、

薄熙来の中央における官位を剥奪すると同時に、

奥さんである谷開来を殺人容疑で逮捕したとい

うことが同時に新華社によって発表されました

が、そのときに新華網の谷開来に対する呼び名が

「薄谷開来」という呼び名だったんですね。これ

は何を意味しているか、何を暗示しているのか。 

中国大陸では、結婚しても、奥さんもだんなさ

んもそのままの姓で、夫婦は全くの別姓をとりま

す。しかし、シンガポールとか大陸以外の、香港

もそうですけれども、華人、華僑の世界において

は、だんなさんの名字をくっつけます、「薄谷開

来」というふうに。で、彼女は薄谷開来で通って

いたんですね。すなわち、二重国籍を持っていた

ということをあえて暗示する発表の仕方をした

ということです。 

薄煕来罷免に十分な正当性 

ですから、もうそれだけで薄熙来が罷免される

に足る十分ないろいろな理由があるんです。もち

ろん、レジュメの(3)、王立軍が成都にあるアメ

リカ領事館に逃げ込んだということに対する責

任は、どんなことがあっても上司としてとらなけ

ればならない。 

これらの王立軍事件と、それから薄谷開来事件

というのは、中国の庶民の間に毛沢東万歳派とい

うのがたくさんまだいますので、毛沢東万歳派は

薄熙来万歳でもありますが、この人たちを説得す

るのに十分な貢献をした。 

すなわち、いきなりポーンと薄熙来を罷免いた

しますと、毛沢東万歳派の人たちが不満を訴えて

何かしらの暴動を起こすというようなことがあ

るかもしれない、不穏な動きがあるかもしれない。

しかし、王立軍がこともあろうにアメリカの領事

館に逃げ込んだ。そして、奥さんが、こともあろ

うに外国人を暗殺した。で、二重国籍も持ってい

る。これだけのことが全部そろっていれば、「薄

熙来、やられてもしようがないよね」というふう

にすべての国民が思うことができるわけです。し

たがって、絶好のチャンスであったといいますか、

王立軍はその意味では社会を安定させるために

はいいことをしたというふうに私は考えており

ます。 

それで、このときにチャイナ・ナイン全員が結

束いたしました。冒頭に申しあげましたように、

これは決して派閥闘争ではなくて、むしろ、チャ

イナ・ナインを結束させ、それから、胡錦濤と習

近平がしっかり手を握る、握手する、手を携えて

政権を譲渡していくという、いまだかつてない、

ものすごい状況を、いま、つくっているんですね。 

これに関しては、次のページでもう少し詳しく

説明いたしますので、少しここは飛ばしますけれ

ども、時間がそんなに残っているわけではありま

せんので。 
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レジュメの５。薄熙来と谷開来が知り合ったと

きに、彼には妻子がいたんですよ。すなわち、不

倫愛だったんですね。不倫愛だったんですが、奥

さんが絶対に離婚しない。李丹宇という奥さんが

絶対に離婚しないと頑張ったものですから、大変

な騒動になりまして、薄熙来の父親である薄一波

が、その奥さんがものすごくわめいている状況の

中から少し離すために彼を、遼寧省の金県という

遠くに派遣したんですね、いろんな手段を使って。

そのために、彼はなかなか北京に戻っていません。 

薄煕来事件の起点は大連 

次のページをごらんください。84 年から 2004

年まで、こんな長きにわたって大連、遼寧省にい

ました。大連では、まず、暴力団に接近していた。

それは、彼が文革時代に牢獄の中で覚えた勝ち残

るための 1 つの生存手段であったわけなんです

が、これを細かくいっていますと、本当に時間が

なくなりますので、ここは省きましょう。 

では、レジュメの 6番。現政権はいつから薄熙

来の危険性を知っていたかというところに飛び

ますが、胡錦濤が国家主席になる前から知ってい

ました。これが突発的な事件ではないということ

を説明するために、それから、なぜ、習近平と胡

錦濤がしっかり握手しているかということを説

明するために、ここは肝要かと思います。 

2000 年に元大連市の共青団の書記であった劉

暁濱さんが薄熙来の腹心の部下に不当拘束をさ

れました。共青団の組織というのは、先ほども申

しあげましたように、ものすごく大きな全国的な

組織を持っておりますので、胡錦濤は 1982 年か

ら 85 年の間、中央で書記をやっていましたね。

それから、李克強は 85年から 98年まで中央で共

青団の書記をやっておりましたので、当然、共青

団の大連の 1つのこういう出来事は、すぐさま中

央にも報告されます。 

それをしっかりわかっていた証拠に、2004 年

から胡錦濤は李克強を遼寧省の書記に任命いた

しました。したがって、2004 年まで遼寧省にい

た 20 年間の薄熙来の、やってはいけない、悪い

いろいろなことを全部、この 3年間で李克強が掌

握してしまっていたんですね。 

2007 年に薄一波が他界しました。彼のお父さ

んが、その後ろ楯で何とか自分の息子を出世させ

ようとずっと思っていた薄一波が他界いたしま

した。中国共産党の八大元老の一人ですね。 

それで、その年に李克強がチャイナ・ナイン入

りをした。このときからもうすでに調査が始まっ

ておりまして、チャイナ・ナインが意思統一をし

たのは、2011 年の 6 月だというふうに考えてい

いかと思います。ちょうど 1年前ですね。 

それはなぜかといいますと、薄熙来が 1,000 人

の歌舞団を引率して北京にやってきたんですが、

自分がどれだけすごいかというのをチャイナ・ナ

インの人たちにみせるために行ったんですが、チ

ャイナ・ナインはだれ一人ここに出席しなかった。

申し合わせたように出席していません。したがっ

て、この時点ですでにもう意思統一がなされてい

たなということが考えられます。 

その次は先ほど説明しましたので、7番に入り

ますが、習近平は李克強の言動に非常に感謝して

いる。李克強が集めた資料、チャイナ・ナインの

みんなに提供したもろもろのことが、チャイナ・

ナインを決意させた。もしも薄熙来のような人が

次期政権に入っていたら、中国共産党体制は、お

そらく一瞬で崩壊します。そうすると、習近平の

時代になって中国共産党体制は崩壊したという、

とてつもない汚名を彼は背負いながら生きてい

かなければならない。そのようなことにだけは絶

対になりたくない。したがって、習近平と李克強

というのは、いまは非常に仲よくやっていて、胡

錦濤と温家宝、それから習近平と李克強、この四

大巨頭が手を携えているわけですよ。こんな強い

ものはないでしょう。いまだかつてないですね。 

陰の立役者は李克強 

実は、この陰の立役者というのが李克強であっ

たということは、薄熙来に焦点を当てて、谷開来

の問題とともに、いま、本を書いておりますので

その中で詳細に述べたいと思っております。 

したがって、実は、あまりここではいいたくな

いという気持ちもあったんですけれども、そんな

けちな根性を出してはいけないだろう。せっかく

こんなすばらしい方たちが集まっておられるの

に、やはり新しい知見を何か、知っているものは

どんどん出してください、何でも出してください、

というふうにいわれましたので、正直に全部出し

ますけれども。 

さて、8番、陳光誠事件。これは、皆さん、ご

存じのように、中国とアメリカの利害の折衷であ

ったような解決の仕方をしたと思います。ただし

アメリカは選挙があったのと、それから王立軍事

件があったときに、王立軍を庇護しなかったとい

うことで、選挙にオバマのほうは不利に働いてい

る。共和党から責められているというようなこと

もありますので、すぐさま彼を受け入れるという
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方向で動いた。 

それから、中国としては、王立軍はアメリカ大

使館に行くわ、それから谷開来はイギリス人を暗

殺するわ、さらに陳光誠がアメリカ大使館に逃げ

込んだとなると、国際批判というもの、国際的な

メンツというものは、もう丸つぶれになってしま

いますね。したがって、ここはさっといきなり譲

歩したということかと思います。 

不透明な治安維持費 

ただ、ここで非常に問題になるのは、明るみに

出たのは、陳光誠のいろいろなビデオが流れたの

で、皆さん、ご存じだと思いますけれども、国防

費というものが 6,703 億元ですけれども、治安維

持費というのがそれを上回っている。7,018 億元

である。これだけのお金は一体だれの懐の中に入

っているのか。 

例えば陳光誠一人を逃がさないようにするた

めに 2億元が使われているんです。すなわち、陳

光誠経済圏というのができあがっているんです

よ。1人ターゲットを決めて、その人を逃がさな

いようにする。その治安維持費といったらガーッ

と入ってきますから、だれか 1人ターゲットを決

めるのは、収入がどんどんポケットに入っていく

という、おいしい 1つの出来事なんですね。いわ

ゆる陳光誠経済圏というのができあがっている

のと同じように、無数の経済圏があるはずです。

そのお金は一体どこに行っているのかというこ

とに関して厳しいものが問われていくだろう。 

したがって、周永康は政法系列の改善を迫られ

るので、第 18 回党大会においては、政治体制改

革とともに、この治安維持に関する抜本的な見直

しがなされる可能性があるだろうと思います。 

レジュメの 9番。薄熙来事件の効果というのが

思わぬところに出ています。それは、投資移民ブ

ームを加速化させているということです。ワシン

トン・ポストがつい最近発表いたしましたが、突

然増えてきた。これは、政府高官とか資産家の米

国移民ブームというものを加速させているわけ

ですけれども、不正蓄財をしている人たちが、と

もかく早く逃げてしまおうというので、どんどん

海外に行こうとしている。 

それで、アメリカは投資移民政策というのがあ

りまして、この投資移民政策も、皆さん、ご存じ

だとは思いますけれども、100万ドルを投資して、

10 人の雇用を創出したら永住権を与える。で、

失業者が多発している地域だと、50 万ドルの投

資でいい。これを投資移民というんですね。そう

すると、永住権をもらえる。こんなうれしいこと

はないですね。なかなか市民権というのは得にく

いのに、永住権をもらえるというのでしたら、当

然、喜んで行きますね。不正貯蓄をしている人た

ちにしてみれば、はした金ですよ。 

それで、カナダの投資移民も、80 万カナダド

ルを 5 年間無償で借款するというだけで永住権

をもらえるというので、申請者が多過ぎて、いま、

一時打ち切っているそうです。申請を受け付けな

い。7月にまた再開するというふうにいっている

ようですが、投資移民による人民元の海外投資額

の総額が1年に2.6兆円を超えているというデー

タがございます。 

アメリカは目先の利益といいますか、アメリカ

経済は落ち込んでいるので、当然、こういう人た

ちを受け入れることによってアメリカ経済が潤

い、かつ、失業者が減っていくというのはうれし

いことかもしれません。けれども、こういうチャ

イナ・マネーというものが、不動産を含めて、全

世界の非常に巨大なネットワークをつくってい

るということは、一体どういう結果をもたらすの

か。このことは非常に大きな、ある意味の危険性

をはらんでいる。 

日本もそうです。どこかの水を買うとか、どこ

かの温泉を買うとか、いろんな話もありますよね。

飛行場の近くのマンションを買うとか、土地を買

うとか、いろいろなものがありますけれども、そ

ういうのに喜んでいていいのかというようなと

ころもありまして、この辺は非常に問題かな、と。 

それで、中国は確かにどんどん成長はしており

ますけれども、公安の取り締まるほうの王立軍も

アメリカの領事館に行き、公安に取り締まられる

ほう、抑圧を受けているほうの陳光誠もアメリカ

大使館に行ったということは、すなわち、アメリ

カならば庇護してくれるということを、いろいろ

な中国の民が、公安の右から左まで思っているの

ではないかということは注目に値します。 

昨年の六中全会で文化体制改革というのがテ

ーマでございましたけれども、これは社会主義的

な核心価値観を中心に生きていこう、ということ

を謳ったものなんですが、こういう現状の中でそ

んな価値観があるでしょうか。どういう価値観の

中で生きているかということを如実にあらわし

ている危険なシグナルの 1 つではないかなとい

うふうに思います。 

以上、ご清聴ありがとうございました。 

≪質疑応答≫ 
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軍事委から胡錦濤が退く可能性も 

司会 遠藤先生、本当にわかりやすい解説、あ

りがとうございました。これから質疑のほうに移

りたいと思いますけれども、最初は司会のほから

ちょっと質問をさせていただきます。 

薄熙来の件に関してはチャイナ・ナインが一致

したというのが、先生のご見解だったと思います

が、次の人事というところをみていきますと、ど

うしても共青団系の人たちが上がってくること

が考えられますよね。そうしますと、かつて 10

年前に胡錦濤さんが江沢民派によって抑えられ

たように、次の体制というのは、どうしてもやっ

ぱり胡錦濤系の人たちが習近平の周りにいると

いうような構図になるのではないかとも思いま

すけれども、その辺について、先生はどうお考え

でしょうか。 

 

遠藤 だんだんと共青団のほうの比率が多く

なっていく。江沢民もいつまで健在でおられるか、

疑問なところもありますし、どちら側についたほ

うが得かというような中間の人たちもたくさん

いますので、しかも、共青団というのは人材をも

のすごく大量に地方に分散させておりますから、

だんだん共青団によって取り囲まれていくとい

うことは、現実問題としてあり得るだろうという

ふうに思います。 

 

司会 もう 1つ。江沢民さんは、総書記を退い

た後、2年間、中央軍事委員会の主席として院政

的に残ったわけですけれども、胡錦濤さんはどう

するだろうというふうにお考えですか。 

 

遠藤 これも、去年までは、やはり胡錦濤も同

じように、江沢民の例に倣って、2年間、中共中

央軍事委員会の主席だけは退かないのではない

か、というふうにみられていた割合のほうが大き

かったのですが、一部、政府の近い人たちにお聞

きしますと、必ずしもそうではない。彼は正常化

させたいと思っている。できることなら正常化さ

せたい、普通にやりたいというふうに思っている

という話も聞きます。ですので、必ずしも彼が 2

年間残るとも限らないのではないかなというふ

うに思いますね。 

 

司会 ありがとうございました。それでは、会

場からの質疑を受け付けたいと思います。 

 

質問 先生はネットのことにお詳しいという

ことでうかがいたいのですが、ネットという情報

が開放された空間、そういうネット社会と一党独

裁の共産党支配というものが、ちょっと水と油の

ような気がするんですが、これはいつまで共存で

きるものなんでしょうか。 

 

遠藤 ネット言論、いま、ネットユーザーは

5.4 億人ぐらいいますので、ほとんどの人たちが

ネットユーザーにやがてなっていくだろうと思

います。どこまで言論統制というようなことがで

きるのかということに関しては、やはり限界が来

るだろうなというふうに思いますね。 

強まるネット世論 

（経済的）中間層の人たちもどんどん増えてい

ますし、それから、ネットユーザーの人たちが中

国の 13 億の人口のほとんどを占めてしまうとい

うような状況になりますと、これは国民の声その

ものになっていきます。いまのところはまだ何と

か言論統制ということで、自動的にフィルタリン

グをかけたり、手動で削除したりとか、いろんな

ことがあります。そういうことをやってはいます

が、しかし、これに関しては限界が来るだろう。 

微博（ウェイボー）というのがありますね。マ

イクロブログです。このユーザーも 3.4 億人くら

いいますから、この人たちの言論というのがすご

く強くなっていくだろうと思います。 

しかし、問題は今度、若者側にもある。政治と

いうものに対して、いまの共産党政権に対して、

それを覆そうというような気持ちを持つ人たち

がどこまでいるか。すなわち、いまの共産党政権

が転覆した場合、仮に民主化が起きた場合、その

次にもっといい世界が来るのか、もっと彼らをリ

ッチにさせてくれる、もっと幸せにさせてくれる、

そういう政権が生まれるのか。その可能性という

のを非常に客観的に冷静にみていますので、いま

の政権を倒すというようなことは非常にやりに

くい状況も一方ではある。 

すなわち、一党独裁という言葉を皆さんがよく

お使いになられますけれども、そういうのとちょ

っと違うわけですね。1人の独裁者がいるのでは

ないんですよ。1 人の独裁者がいるのだったら、

「倒せー!」というので、それを倒せばそれで済

むんですけれども、9人もの集団指導体制で、こ

れだけピラミッド型の全国津々浦々に張りめぐ

らせた統治システムがある中で、それをどうやっ

て倒すのか。 
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で、倒した後にいいものが来るならいいですよ。

いままでのいろいろ民主化したような国におい

ても、あるいはアメリカがいろいろと手を出して、

ちょっかいを出した国においても、もとの政権を

倒したことによって、より幸せになったのか。そ

ういう国のほうが多いのかといったら、必ずしも

そうではない。そこは非常に微妙なところがある

かなというふうに思います。 

 

質問 リーダー、エリートの選び方ですが、中

国は昔から科挙がありましたけれども、清朝の末

期にやめている。ところが、日本なんか、昔、高

等文官試験なんてあったりして、日本は科挙のよ

うに試験で選ばれた秀才が能吏をやるようなか

たちで国をつくってきていますが、革命の後のい

まの中国のリーダーの選び方、選挙があるわけで

もないし…… 

遠藤 いえ、ありますよ。選挙をずっと、いま、

やっていますよ。それが、先ほど申しあげた図 2

の、昨年、2011年の 11月 2日からことし 6月末

まで…… 

質問 でも、薄熙来なんかは、どこからか行け

といわれて、東北地方のどこかに行ったりしてい

る…… 

遠藤 遼寧省のですね。 

質問 ええ。だから、日本ではお役人のそうい

う公務員試験はあるし、一方で選挙と、政治と官

僚がうまくやってきたわけですが、中国のそれが

よくわからないんです。 

遠藤 確かにおっしゃる通り、一方では選挙が、

先ほど申しあげましたように、8,000 万人以上の

党員がいて、400 万ぐらいの組織のユニット、単

位があって、そこでどんどん積み上げてきて、ピ

ラミッド型に選挙を行っていって、党大会という

ものが開かれる。で、2,200 何名の代表が選ばれ

るという形で、これはすごい長期間にわたる選挙

をずっと行っているんですが、しかし、おっしゃ

るとおり、うえのほうのだれかの、例えば薄熙来

ですと、薄熙来のお父さんが権利を持っていたた

めに、その人の一言でぽんぽんと動いてしまうと

いう、そういう別の側面も一方では持っている。

それはおっしゃるとおりです。（注：低いレベル

だと特定の権力者の意向で動く場合があるが、し

かし選挙が基本。胡錦濤政権では省・直轄市レベ

ル以上は中共中央政治局による決定が基本。） 

先ほどおっしゃった科挙制度に相当するもの

は、いまはどういう制度でということですね。 

ですから、そういうものに相当したものという

のは、この選挙です。これは党内選挙です。党内

選挙だけれども、一方では、かつて（改革開放直

後）は個人レベルの元老の力が働いて、こいつを

ここに任命させようとかいうようなことも一方

ではありました。だけれども、基本はやはり一応

選挙なんですよ。 

腐敗の原因は人材よりも制度 

質問 上海に行ったときに、私についたガイド

みたいな人といろんな話をした中で「来世、生ま

れ変わったら何になりたい」と聞いたら、役人と

いうんですよ。役人になると、賄賂だか何だかい

っぱい人がいろんなものを持ってきて、あんなう

まい商売はないというのです。その役人というの

はどういうふうに選ぶのでしょうか。 

 

遠藤 役人といっても、いわゆる行政省庁にい

る役員と、それから中国共産党のこういう高級幹

部の人たちと、これまたいろいろと違うとは思い

ますが、政府役人が、あるいは高級幹部が賄賂、

裏金、汚職、こういうものでいろいろと動いてい

るのは、科挙制度があるかないかとか、そういう

ことではなく、三権が分立していないからです。

三権分立をさせてない。すなわち、司法だって、

共産党の支配下にある、指導下にあるわけですね。

だから、共産党の幹部と、それからお金を持って

いる人間とが結びつきやすい構造を持っている。

これが一番いけない、危険なところなんですよ。 

だから、いまおっしゃったのは現実を非常に反

映したお話でして、ただ、それはエリートを選ん

でいくときのプロセスに問題があるのではなく、

三権分立をしていないということに原因がある

というふうに私は思います。 

 

質問 2 点ほど教えてください。1 つは、先ほ

どおっしゃったように、まず薄熙来を排除して、

習近平さんと李克強さんは非常に信頼関係があ

る。そういう状態で、新たに今度の秋から新体制

が発足した場合、対日政策というのは変化がある

のか。 

2つ目は、先ほど、現在の胡錦濤体制が完全に

軍を掌握しているとおっしゃいましたが、例えば

尖閣問題については、政府のほうは何とか穏便に

済ませたいというようなメッセージを発してい

ながら、軍のほうではああいうふうにちょっかい

を出してくるのは、完全に軍を掌握していないか

らではないかと我々はみていました。けれども掌

握しているということであれば、そこら辺の説明
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はどうつくのか。その辺を教えてください。 

 

遠藤 尖閣問題を論ぜられると非常に厳しい

ものがございますけれどもね。答えにくいといい

ますか。そもそも私が軍を掌握していると申しあ

げたのは、いままで実権を握っていたのは江沢民

派だったんですね。胡錦濤は中共中央軍事委員会

の主席であり、中華人民共和国軍事委員会の主席

でもあります。しかし、主席とは名ばかりで、実

権は江沢民派の副主席たちが握っていたという

状況がある。それが覆ったということを申しあげ

ているわけなんですね。 

政府と軍と、というふうになると、政府という

のは、何を指しているのか。先ほどの図 2でごら

んいただくと、左のほうにある全人代というのが

国会です。で、その国会で決まったことを国務院

が実施する。この国務院が、政府なんですよね。

胡錦濤が掌握しているのは、図１の中央委員会の

下にある軍事委員会なんです。そこのところをし

っかり掌握しているという状況です。政府が少し

緩やかな態度でやろうとしても、なかなか実際は

違うではないかというようなことに関して、これ

が非常に説明をしにくい関係にあるのではない

かなというふうに思います。（注：国務院の中の

中央行政省庁の 1つである外交部が独断で（ミス

として）、国際的外交関係という視点から耳触り

のいいことを言う可能性はある。但し、これは外

交上のミスとして後で自己批判を求められるこ

とはあり得る。こういう事例は少なくない。） 

というのは、尖閣というのは、何といおうと、

中国では、これは中国固有の領土だと、（それが

事実であるとか、ないとか、それとは無関係に）

教科書で教えてしまっているんですよ。中国でそ

のように教え込んでしまっている。そうすると、

もうほんとに物心ついたときから、これは自分た

ちの領土だという強烈な気持ちを持っています

から、それを覆すということだけはなかなかでき

ないんですね。 

それで、先ほど、ネットのご質問もありました

けれども、特にネットパワー、ネットの言論に関

しては、ネットユーザーたちが一歩も引きません

から、“網民”といいますけれどもね。5 億の人

たちが、これ、一歩も引かないという状況があり

ます。当時も「人民の声」があるので、鄧小平は

棚上げにしようといった（1978 年 10 月 25 日、

日本記者クラブの会見にて。会見詳録は

http://www.jnpc.or.jp/files/opdf/117.pdf）

わけですよ、ともかく触れるな。解決するのは

10年後でもいいではないかと。 

そんな形でどんなにいいたいと思っても、現実

問題としては、そこがなかなかうまくいかないと

いう複雑なものを抱えていますから、政府が緩い

態度をしたら、今度、ネットユーザーの人たち、

若者たちが許さないんですね。そう教え込まれて

育ってきていますから、それは真実と違うなんて

いったってしようがないんですよね。その国はそ

の国で、教科書でそうやって教えてきてしまって

いるという現状があるので。だから、そこのとこ

ろは、回答になっていないかもしれませんけれど

も、非常に回答しにくい。 

対日政策がどのように変わるかということに

関しては、そんなに大きく変わるとは思いません。

なぜかといいますと、『チャイナ・ナイン』の中

にも書きましたけれども、そもそも胡錦濤という

のは非常に親日、知日で、日本と非常に親しくし

たいと思ったわけですよね、温家宝にしても。だ

から、自分が中国共産党の中央委員会総書記にな

った、その 1 カ月後に、「対日新思考」というの

を人民日報の編集主幹ですか、その人に書かせた

わけですよね。そうしたら、売国奴というような

そしりを受けることになったわけでしょう。それ

で、さっと引っ込めたわけではないですか。 

ですから、どんなに自分がその方向に持ってい

きたいと思っても、むしろ、敵となっているのは

というと――敵という言葉で表現するのはいけ

ないかもしれませんけれども――ネット言論で

すよ。いつも共産党が闘っている相手は、実は、

それはネット言論です。それが一番怖い。 

 

質問 アメリカとのやりとり、駆け引きについ

てうかがいたいんですけれども、陳光誠事件にし

ろ、王立軍事件にしろ、結局、アメリカという感

じがします。それで、その背景、アメリカがいま、

どういう情報をつかんでいるのか。特に王立軍の

ときとか、常務委員に影響するようなもの、今後

の次の政権に影響するような情報など、何かつか

んでいる可能性があるのかというあたり。アメリ

カとの駆け引きのあたりで、ここでいえるおもし

ろいものがあれば教えてください。 

価値観のせめぎ合いに注目 

遠藤 いろいろな情報によれば、王立軍が非常

に大切な機密資料を領事館に持っていって、それ

がアメリカの手に渡っている。したがって、オバ

マがすべて牛耳っているとまではいえませんけ

れども、要するに、その情報を持っていることに

http://www.jnpc.or.jp/files/opdf/117.pdf
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よって、かなりのコントロール権を持ってしまっ

ているというようなこともいわれています。しか

し、それがどれぐらい本当に渡っているのかとい

うことに関しては、王立軍の取り調べが終わらな

いと、私としても責任のある、間違いなくこうで

すよ、というようなことはいえないかなというふ

うに思います。 

ただ、陳光誠を助けたのは、チャイナ・エイド

というキリスト教の団体です。これは、中国で迫

害を受けた中国人がアメリカに渡って、アメリカ

でそういうチャイナ・エイドという団体をつくっ

た。それがドイツにも、フランスにも、オースト

ラリアにも、カナダにも、どこにでもあるわけで

すけれども、この人たちがキリスト教の団体であ

るというところに、私はかなり引っかかっている

ところがあります。 

引っかかっているといいますか、注目している

ところは、キリスト教の信者が中国大陸で、1億

3,000万ぐらいいるといわれておりますけれども、

正確な数値は出ていません。なぜ、正確な数値が

出ないかというと、教会に行くといろいろとよろ

しくない状況も生ずるので、「家庭教会」という

のが、いま、はやっているんです。家の中で近隣

の人たちだけがちょこちょこっと集まって礼拝

をするというような、こういうのがはやっており

ます。これはやはり先ほど申しあげた、価値観の

問題ですね。 

社会主義核心価値観というのと、それから、い

わゆる民主主義国家を中心とした普遍的価値観

というようなものとのせめぎ合いが、中国の中で

実態としてどれぐらいのバランスであるか、とい

うところがすごく問題なのではないかなという

ふうに、アメリカとの関係においては、むしろ、

そちらのほうに私は強く注目いたします。 

どれぐらいの資料を持っていったかというの

は、取り調べの結果が出ないといえませんね。 

 

質問 中国がロシアの航空母艦のぽんこつを

買って、トレーニングしながら、みずから航空母

艦をつくる。航空母艦というのは攻撃用ですね。

航空母艦をつくるねらいは何なのでしょうか。 

かつて中国は、ＯＥＣＤの統計によりますと、

1830 年代だったか、統計的には世界のＧＤＰの

32％ぐらいを占めておりますね。アメリカはそん

な大きな割合はないですよ。最高が 20 数％です

よ。中国がいかに巨大であったかということだと

思うんですが、尖閣とかいろんな近隣諸国との間

の領土の問題も非常に難しい問題があって、中国

の意思というものは相当深いところにあると思

うんですね。 

それやこれやを考えてみると、中国というのは、

経済的にも巨大な国になることは事実ですよ。で、

当座、アメリカとの関係ですね。アメリカと中国

は、かつてあまりけんかしたことはないですね。

そういうことからいうと、米中というものをどう

いうふうに長期的な射程でとらえていったらど

うか。それによって日本の戦略というものが出て

くると思うんですけれども、その辺のお考えの一

端を、非常に茫漠たる課題ですけれども、所見を

お伺いしたい。 

軍事力では米国に追いつけない 

遠藤 先ほど、1830 年代とおっしゃったんで

すか。1840 年の阿片戦争のときに、あれだけ軍

事力でこてんぱんにやられていますから（イギリ

ス艦隊に惨敗していますから）、そのときに、も

しパーセンテージとして大きかったとしても、軍

事力が強かったとは、とても考えられません。 

それから、ロシアの航空母艦を使って、自前で

何とか修繕しながらつくろうとしているという

ことに関して、いまはまず修繕から始まって、そ

こから学んでやろうとしています。けれども、私

が政府の高官と（中国の軍事力と軍事覇権に関し

て）いろいろと話したところによれば、政府高官

は「何をいっているんだよ、アメリカに軍事力で

追いつくには 30年も 40年もかかるよ。中国はど

んなに高いパーセンテージでそこに注いでいた

としても、レベルなんて、とてもとても追いつき

やしない」と言っていました。 

30 年間は、まずそういう軍事力で上回るなど

というようなことはないし、中国としては経済を

発展させたいという気持ちがあるだけで、経済を

発展させないと、共産党の体制が崩れてしまいま

すね。共産党が支配しているから、あなたたち、

こんなにリッチになったのよ、幸せになったのよ、

ということで引きつけよう、何とか統治していこ

うとやっているわけですからね。 

だから、経済が破綻するようなことを中国がみ

ずから積極的にやるかなというと、そこのところ

は私は常にクエスチョンなんですね。中国の軍事

力ということはよくいわれますけれども、しかし、

軍事力のレベルというのは、アメリカ、日本と比

べてとても高いものだとは私にも思えません。特

にアメリカと比べてですね。 

アメリカとのかかわりにおいてなんですが、二

枚舌というとおかしいかもしれませんが、片やア
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メリカを、対中包囲網をつくっているではないか、

おまえは何で南シナ海にまでやってくるんだ、ア

ジアのおいしいケーキをおまえは食べようとし

ているのか、かじりたがっているのか、というよ

うな感じで、ものすごい勢いで常に非難はしてい

ますが、一方では、アメリカと最もしっかりと手

を握っているというのが中国ではないかなと私

は思っています。 

だから、ある意味、ジャパンパッシングという

ことを、前のアメリカ、ニクソンの訪中によって

米中の国交回復というのがなされた。日本が慌て

て田中角栄が行ったというようなこともありま

したけれども、それと似たようなことも、あるい

はあり得るのではないか。結局のところ、経済に

おいてしっかり結合していますから。それで、先

ほどもいいましたように、投資移民もがんがん受

け入れていますし、それから、中国はアメリカの

国債もしっかり買っていますし。 

ですから、そこのところで戦争して損をするの

はアメリカですので、やらないだろうと思うんで

すね。中国は負けるからやらないですね。軍事的

に勝てないですよ、絶対に。強化しようと思って、

軍事費はどんどんふえているかもしれませんよ。

ある程度の強化はしないと、バランスが保たれな

いと、自分たちがやられるかもしれないというの

がありますから、防衛のためにということで、そ

れはやるでしょう。けれども、そのレベルはそん

なに高いものだと思いません。私も目の前で航空

母艦をみましたけれどもね、大連のあそこにとま

っていましたから。ちょこちょこ大連に行くもの

ですから。 

 

質問 中国社会科学院というのと中国人民軍

というのが非常に緊密な関係にあるというよう

なことが書いてある記事を読んだことがあるの

で、その関係についてお聞きしたい。中国社会科

学院というのは非常に確立された、対外的にも立

派な研究機関だといわれているんですが、その成

り立ちとか財政的な基盤というのは、どうなので

しょうか。 

それから、先ほど、先生がおっしゃいましたが、

中国人民軍は、よくいわれますように、国家の軍

隊ではなくて、中国共産党の軍隊である。しかも、

先生の図でもありましたように、中央委員会が統

治しているということですが、普通の国家で考え

ると、政党というか、そういう団体が軍事組織を

コントロールするということがよくわからない。

ゲリラ戦であれば、あるいはあり得るかもしれま

せんけれども、中国のような巨大な正規軍の軍隊

を共産党がコントロールするというのが、どうも

よくわからない。 

政府軍事委員会というのがあるということで

すが、この両者の意向が対立した場合には、中共

の軍事委員会が優越するということなのでしょ

うか。いわゆる統帥権というか、そのあり方につ

いて教えていただければと思います。 

 

遠藤 まず、国家のほうの軍事委員会ですけれ

ども、これは中華人民共和国軍事委員会といいま

す。略称して「国家軍事委員会」というふうに呼

ぶのですが、ここの構成メンバーは、中共中央軍

事委員会とぴったり同じです。主席も、副主席も、

全員が同じメンバーが 2 つの名称をつけている

だけなんです。ですから、これが対立するという

ことは全くありません。同一物です。 

それから、社会科学院が、中国人民解放軍と何

かしらの関係というのは、ちょっと考えにくいの

ではないかなと私は思いますけれどもね。一体ど

ういうニュースソースからそういう話になって

いるのかは知りませんけれども、仮に中国科学院

というのだったらまだわかりますよ、中国科学院

ならね。でも、中国社会科学院というのは全くの

人文系ですから、そこが人民解放軍と何かしらの

つながりというのは、ちょっと考えられないです

ね。と思いますが。 

 

司会 それでは、時間になりましたので、ここ

で終わらせていただきたいと思います。 

（文責・編集部）
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日本記者クラブ講演（2012.06.11） 
 
１．チャイナ・ナイン：中国共産党中央委員会政治局常務委員会委員(9 人)、集団指導体制 

中国共産党・（第 18 回）全国代表大会＝第 18 回党大会    組織図⇒図１＆図２ 
 

２．現政権「チャイナ・ナイン」の党内序列と定年（七上八下）(表１) 
 

３．次期政権「チャイナ・ナイン」は原則的に政治局委員（16 名）から選ぶ 
●年齢的に残されるのは「王岐山、劉雲山、（劉延東）、李源潮、汪洋、張高麗、張徳

江、（俞正声）、薄熙来」だった。（ ）は年齢微妙。薄熙来は失脚。（表 2） 
●張徳江(国務院副総理)が重慶書記を兼任（暫定的か否か不明） 
●10 年後の国家主席・国務院総理候補等の飛び級組を入れる可能性（胡春華、孫政才） 
●「チャイナ・ナイン」の「ナイン」を継続するか否かの選択 

  ●「一習両李」体制という呼び名も 
 
４．薄熙来事件の核心――なぜ失脚したのか 

薄熙来にとって「唱紅」「打黒」は手段＆隠れ蓑 
（１） 第二の文革による中国共産党体制の崩壊を回避⇒権力闘争ではない！ 

① 文革総括で禁止した「個人崇拝」⇒薄熙来+毛沢東＝薄沢東（第二の毛沢東） 
② 文革総括で禁止した「民衆運動の政治利用」⇒「唱紅」⇒全国に広げようとした 
（2012 年 3 月 14 における記者会見での温家宝のスピーチが証明。第二の文革） 
③ 激しい自由競争と経済発展⇒貧富の格差。負け組に目をつけ政治運動化（唱紅）。 

（２） 党紀律の違反 
① 法治制度を無視、司法の私物化（中国は共産党統治下で法治国家を目指している） 

「打黒」⇒冤罪で民間企業から没収した金額約 1000 億元（約 1 兆 3000 億円）。 
② 公安・武装警察・軍隊の私物化・買収。(新聞・情報の私物化・買収も) 
③ 不正蓄財（4800 億円？）⇒裸官！（マネーローンダリング、ニール・ヘイウッド） 
④ 夫人の二重国籍問題（薄谷開来！） 

（３） 王立軍(元重慶市公安局長)の成都アメリカ領事館逃亡に対する責任 
（４） 王立軍事件と薄谷開来事件は、毛沢東万歳派説得に大きく貢献！ 
（５） チャイナ・ナインが結束――派閥闘争ではない！ 

●現政権トップと次期政権トップが固く握手！ 党内派閥闘争ではない！ 
（周永康問題は派閥闘争とは異なる。政法問題。） 
●太子党への打撃といった一部の日本メディアの報道は大きな間違い！ 
（派閥闘争ゆえ胡錦濤政権弱いのでチャンス説⇒日本の国策を誤らせる！ 
 胡錦濤政権は過去 10 年間の中で最強。軍をも完全掌握。） 
 

５．薄熙来と谷開来 
（１） 知り合ったのは北京大学在学時代（1978－9 年）、薄熙来には妻子が。不倫愛。 

北京市書記だった李雪峰の娘・李丹宇（息子・薄望知）。離婚に同意せず(軍婚)。 
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薄熙来の父親・薄一波が強引に離婚させ、李丹宇を避けるため遼寧省に行かせる。 
1984～1988 年：遼寧省金県副書記（85 年から大連経済技術開発区書記兼任） 

   1988～1999 年：大連市副書記→市長（89 年天安門事件で薄一波働く。息子に天下） 
   1999－2004 年：遼寧省党委常務委員→副書記→省長、大連市書記（～2000 年） 
   大連では先ず暴力団に接近（土地関係）。文革時代（聯動）の牢獄で学んだ。 
（２） 大連・遼寧省時代の薄熙来:土地開発業者と癒着、汚職賄賂、公安・司法の私物化。 

谷開来:法律事務所でコンサルタント。大金を蓄財。 
（３） 息子の薄瓜瓜のイギリス留学＆マネーローンダリング：ニール・ヘイウッド雇用。 

 
６．現政権はいつから薄熙来の危険性を知っていたか――胡錦濤が国家主席になる前から 

2000 年：元大連市共青団書記・劉暁濱が薄熙来の腹心の部下に不当拘束。 
    共青団中央書記：胡錦濤（1982～85 年）、李克強（1985～98 年） 
2004 年：李克強、遼寧省の書記に（～2007 年）。このときに、薄熙来に関する秘密資 

料をすべて入手。薄熙来の危険性を掌握！ 
  2007 年：薄一波他界。李克強「チャイナ・ナイン」入り。陰の調査本格化。 
  2011 年 6 月（1000 人歌舞団北京公演）から「チャイナ・ナイン」意思統一。 
  2012 年 2 月 6 日の王立軍事件は「チャイナ・ナイン」に幸い。解任時期が早まった。 
  ●すぐに実行しなかった理由：毛沢東万歳派（烏有之郷等）、赤いノスタルジーの存在。 
  ●王立軍:飛行機で北京に行けばすぐに発覚。変装して別の車で成都アメリカ領事館へ。 
 
７．習近平は李克強の言動に感動⇒次期政権における危険要素を回避できた。 

貧富の格差を是正する「和諧社会」へと協調する可能性(陰の立役者:李克強！)。 
 

８．陳光誠事件:中米利害の折衷（アメリカ：選挙、王立軍事件。中国：国際批判避けたい。） 
 ●周永康：政法（公安・司法・検察等）系列の改善を迫られる。年間暴動件数：500 件？ 

国防費(6703 億元)を上回る治安維持費(7018 億元)は誰の懐へ？ 陳光誠経済圏。 
  河北省落選？⇒新疆ウィグル自治区当選は何を意味するのか(図 2)。陳光誠渡米の日。 

党大会代表当選発表順番：胡錦濤、周永康、習近平、温家宝、李克強…… 
●陳光誠救助は China Aid。中国国内キリスト教徒：1 億 3 千万。家庭教会の存在。 

 ●雲南省老党員が胡錦濤に公開状：毛沢東が約束した「民主・平等・公平」の社会はど

こに？ 天安門事件・法輪功鎮圧。薄熙来の背後にある周永康と劉雲山に処罰を！ 
●第 18 回党大会では必ず政法を中心とした「政治体制改革」。その前に薄熙来の処分。 
 

９．薄熙来事件効果――投資移民ブームを加速化！(不正蓄財追跡回避！) 
 ●政府高官・資産家の米国移民ブーム(中国:75％)（アメリカ投資移民政策要注意！）。 
  100 万ドル投資＆10 人の雇用創出（失業者多発地域 50 万ドル）⇒永住権授与！ 
 ●カナダ投資移民（80 万 CAD5 年無償借款で永住権）：多すぎて一時打ち切り(7 月再開) 
 ●投資移民による人民元の海外投資額：2.6 兆円強(2011.06.19 現在)/年 
  不動産を含めた全地球規模のチャイナ・マネー・ネットワーク（国防にも影響か？） 




